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シザンサスの生長および開花特性  
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GROWTH AND FLOWERING OF Schizanthus pinnatus RuIZ．  

et PAV．CV．‘HarugaSumi’  

MasanoriGoI，AtsushiHASEGAWA，Hiroko fIoNMARU and YuzuruIHARA  

Summary  

Growth andfloweringbehaviors wereinvestigatedinSchizanthu8Pinnatu8RuIZ．et PAV＝CV．‘Haru－  

gaSumi’．The results were as follows．  

1The plants formed more serratedleaves under short days thanunderlongdays．The stem e－  

longation at early gTOWingStage WaS prOmOted underlong days butinhibited under shortdays，though  

the rate ofelongation after flowerinitiation was almost the same under the both photoperiods．The  

flowerinitiation and anthesis were stimulated underlongdays but retarded under short days．   

2 When theyoung plants with two and ten expandedleaves were chi11ed with naturalwintertem－  

peratures for28daysand werereturned to the greenhouse，nO effects ofthe chillingWere Observed  

except the retardation ofgrOWth during the treatmentい   

3 Whithin the range of150to25OC，15O and200C were favorable to gI・OWth and flowering of the  

plantsbut250C was unfavorable。  

摘  要  

シザソサスの生長と開花特性について一乗験し，以下の結果を得た  

1 長日下では発芽後の茎の伸長が早く，菓の欠刻は少なく，花芽分化と開花は促進された短日下では，生長   

初期の茎の伸長が抑制され，菓の欠刻が多く，花芽分化と開花は遅れた   

2本葉2枚あるいほ10枚時に低温処理した時，低温期間中の生長が遅れた以外，低温の影響は認められなかっ  

た   

3 生長および開花のためには，高くとも200C以下の温度が適し，250Cでは苗の生長が困難であった  

Ⅰ 緒  

シザンサスはチリに原生するナス科の1年性花井で，羽状に分裂した美しい菓と，ラン科植物に似た観賞価値の  

高い花を円錐花序に着ける1一腰に，鉢花または花壇用花井として利用されている（‘・5）・わが国では，秋播き1年  

草として扱われているが，必ずしもその価値は十分に知られていない   

シザソサスの開花についてのまとまった研究報告は認められず，わずかに・長日で開花が促進されるという Post（ヰ）  

の記載と米田（¢）による花芽形成の形態的観察がある程度である そこで，わが国の春の鉢花，花壇用花井として利  

用するに当って，栽培の基礎となる問題点を検討した  

Ⅱ 材料および方法   

実験材料としては品種“春がすみ〝（Sehizanthus pinnalus RuIZ・・et PAV・CV・‘Harugasumi’）を用いた  

1973年秋に種苗会社から購入した種子を，実験の都度，バ1－ミキュ・ライトを入れた木箱（30×60×11cm）に播種  
し，本葉2枚時に移植，本葉5枚時に排水のよい肥沃な用土で4号黒色ビニ－ルポットに定植した 肥料としては，  

油かすと住友液肥2号を用い，植物の生長に応じて施肥した，実験はビニ・1－ル／、ウス（4月10日まで加温）で行っ   
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たが，生育温度に関する実験のみは定温室およびファイトトロソで行った  

Ⅲ 実験結果および考察   

1け 異なる日長下における生長と開花（実験1）   

秋播き1年単にほ，長日で開花が促進される種がかなりあり，、シザソサスもこの例であるとされている（4〉．そこ  

で先ずこの点を調べた1973年11月6日にハウス内で播種，同19日に移植，同30日に定植した日長処理は11月19   

第1表 日長が生長と開花に及ぼす影響（11月6日播種）  
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＊展開菓2枚時の日長処理開始後の日良．L：長日，   

S：短日，日長の転換は平均英数10枚時  

第2表 日長が生長と開花に及ぼす影響（1月24日播種）  
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調査 日（播種後週数または月／日）  ＊播種時（1月24日）から実験終了までの日長  

第■1図 日長が茎の伸長に及ぼす影響（11月6日播種）  

第2図 日長が生長と開花に及ぼす影響（11月6日播種）  

左より長日連続，本葉10枚まで長日後短日，  
本葉10枚まで楚月後長日，短日連続   
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日から1974年4月5日まで行った，短日は自然日長（約9時間50分～12時間30分）とし，長日は自然日長＋2時間  

光中断（白熱灯100～200lux）とした．実験期間中の気温は最高気温平均250C，最低気温平均約1㌍Cであった  

11月19日に，展開本葉2枚の苗を箱根えのまま短日および長日下左置いた．それぞれの日長下で11朋0日に定植  
した20個体を2区に分け，平均本葉10枚時（12月17日）に．，短日直の10個体は長日へ，長日区の10個体は短日へ移  

した．結果ほ以下の通りであった 

茎は長日下では急速に伸長し，短日下・でほ播種後6～7週間目（すなわち発雷期）までほとんど伸長しなかった  

（第1図）．短日区でも，発雷した個体の茎の伸長はほぼ長日区と同様であったが，開花時の茎長は長日区に・及ば  

なかった（第1図，第1表）日長転換区における茎の伸長は，基本的にほ上述の結果と同様であった．外見的に 

は，長日区の植物ほ徒長し欠刻の少ない薬を着け，短日区の植物は茎が短かく欠刻の多い菓を着けた（第2図） 

菓の増加速度は日長に．よる差がなかった   

開花調査の結果では，全てこの区の全個体が開花した‖発雷および開花は，少なくとも10葉時まで長日に履かれた  

植物で早くなり，その道の日長に儲かれた植物では遅れた（第2図）‖ この場合，日長の影響は発雷に対Lて∴顕著  

であり，発雷から開花までの日数に．は日長による差が無かった（第1表）．このことは，着花節位．に．も表わされて  

いる．   

この結果を再確認するため，1974年1月24日の播種時から，同5月6日まで，短日（11時間自然光）連続および  

長日（11時間自然光＋2時間光中断）連続処理を行ったところ，ほぼ同様の結果が得られた（第2表） 

米田（＄）によれば，秋播きされたシザンサスは，展開菓8～10枚と未展開菓10枚前後を分化した時点で花芽分化L 

始めるけすなわち約20節目に着花するい これは，本実験の短日区の着花節位に・近い．このことから考えると，本実  

験で展開菓約10枚時まで長日に儲かれた植物は，日長転換前にすでに花芽分化していたことになる．．長日区と長・  

短日区の着花節位に差が無いのは，そのためであろう 

－・方，短日下に10菓時まで置かれた植物は，その時点では花芽未分化であったが，その後長日に・移されてもある  

いは連続して短日下に履かれても，間もなく花芽分化したと考え．られる（第1表） 

これらの結果から，シザソサスの花芽形成は長日により促進されることが明らかである… しかし，長日下でも12  

枚以上の菓を分化した後でなければ花芽分化せず，また短日下でも約20～23枚の菓を分化した後に．花芽分化し，開  

花したことから，日長反応から見ると，シザンサスは相対的（量的）長日植物であると考えられる．．これは，Post（4）  

の説と－・致する 

2．異なる苗令における低温遭遇と生長・開花（実験2）   

秋播き1年草には，開花過程のどこかに低温を必要とするものがある．たとえば，ストック（2・8・4），シネラリ  

ア（2・8・4），プリムラ類（2・∂・4）などは苗が－・定以下の温度に遭わなければ，花芽分化しない．シザソサスにもこのよう  

な特性があるかどうかを調べるため，実験1の秋の実験に．用いたのと同じ首を，楚日下で育でておき，本葉2枚時  

の11月19日または10枚時の12月17日から，4週間，戸外の自然低温下に移し，再びビニ・－ルハウスに戻して，短日  

第3衣 低温処理が生長と開花に及ぼす影響  
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a 展開英数  
b ＋：低温処理区，－：対■照区  

C 低温後の日長，L：長日，S：短日  
d 播種日（11月6日）から開花まで   
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および長日下で栽培したなお，低温処理中の自然温度ほ，2葉苗処理で最高平均15．．10C，最低平均－1．50Cで  

あり，10菓甫処理では，それぞれ，11．00Cと－3．．90Cであった 結果は第3表の通りであった   

低温処理ヰ，茎ははとんど伸長しなかったが，実数ほ2年首で2．5～3枚，10菓笛で3～45枚増加した ハウ  

ス内での茎の伸長は，低温遭遇の有無にかかわらず急速であり，開花時の茎長は低温処理区でやや高くなった開  

花調査の結果でほ，着花節位ほ実験1と同様日長の影響を受け長日で減少したが，低温処理の影響は受けなかった 

前述のように，本実験中の最低温度は120～130Cであ、つたこれは，1年草の低温要求を満たすに十分な低温  

である（1・2・3・4〉したがって，シザンサスがこの温度の影響を受けて開花した可能性もある．しかし，2菓時からの  

低温処理も着花節位に全く影響せず，また無低温区の植物が早く正常に開花したことなどから，シザンサスが開花  

のために特定の低湿要求をもつ可能性は少ない 

3．．栽培温度と生長・開花（実験3）   

開花のための低湿要求の有無を明らかに．し，同時に高温下における開花状態を調べるため，1974年5月2日に播  

種し，箱をただちにファイトトロソの150，200ぉよび250C自然光室に移した同14日に．移植し，それぞれの温  

度で，蟹日（自然光11時間）および長日（自然光11時間＋13時間補光）処理を開始した処理は8月23日まで行い，  

同24日に実験を打ち切った 

先ず生長状態についてまとめると，150C区の植物は，初期にはやや緩慢に，後にはきわめておう盛に．生長した．  

温度が高くなるにつれ，植物体ほ貧弱になり，250C室でほ枯死が認められた（第3図，第4表） 

第■3図 栽培温度が生長と開花に及ぼす影響  
左より150，200，250C  

上段長日，下段短日   

第4表 栽鹿温度が生長と開花に及ぼす影響  

温 度  日 長＊ 生存率＊＊  開花率＊＊  

OC  ％  
L  lOO  lOO  

S  lOO  80  
15  

L  lOO  lOO  

S  lOO  lOO  

L  lOO  80  

S  50  20  

＊ L：長日，S：短日  
＊＊ 全個体（10株）に対する割合   
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開花状態を調べたところでは，150ぉよび200C区の  

植物は正常に開花したが，250C区では開花が妨げられ  

る傾向があったまた，開花ほ200Cでやや早かったが，  

全体として，温度による影響は小さかった（第8，4囲） 

なお，この実験のどの温度区においても，前述と同様，  

茎の伸長および開花に．対する日長の影響は明りょうであ  

った   

以上の結果から，シザソサスは開花のためには低温を  

必要とせず，150C前後でおう盛に生長・開花し，250C  

ではむしろ生長も開花も妨げられると言える温度に対  

するこのような反応は，キンセソがき），パンジ－ （8）ある  

いはルピナス（ヰ）など，ヨーロッパ申・南部原産の秋播き  

1年草の盈要な特性の1つである  

Ⅳ 結  論  

Post（4〉はシザンサスが長日でほ聾日でより早く開花す  

るが，姿は貧弱になり，鉢花としての価値が無いことを  

指摘した‖ また，生長は高温で劣り，100C前後で良く  

なるとしている．本実験の結果も，この点はほぼ一・致し  

ているすなわち，日長反応からみると，シザソサスは  

相対的長日植物であり，また茎の伸長も長日で促進され  

た茎の伸長ほ，しかし，花芽分化後ほ短日でも著るし  

くなったことから，単に日長の直接的影響によるのかど  

15  20  25  

温  度（OC）  

第4図 栽培温度が開花日数に及ばす影響  

うか疑わしい，温度反応からみると，生長がおう盛となるのほ150C，少なくとも200C以下の時であり，一男，花  

芽分化は低温を必要とせず，生長適温の範囲で正常に起った   

これらの結果から，実際的には，涼温・短日で植物体を完成させた後，長日条件とすることによって，より良質  

のシザンサスを生産することが出来る  
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